
 

頑張りました 陸上県大会 6.30 

                   中体連陸上競技中南信大会男子砲丸投げで自己ベストを更新し、県

大会への出場権を獲得した橋本君。松本平広域公園陸上競技場で行わ

れた県大会に出場し、部員の応援を背に自己新記録をめざして試技す

ることができました。大舞台に立つ喜びと 

自分の力を発揮する難しさを経験し、精神 

的にも成長したようです。1,2 年の部員は、 

新人戦に向けて新たな体制で活動をスター 

トしました。 

  

音楽部も参加 天龍小学校音楽会 6.30 

音楽部の 3 名は天龍小学校の音楽会で「未来」「カントリーロード」を 

披露しました。部員減に伴いコンクール出場が難しい中、今年は譲葉祭 

や村の文化祭で質の高い発表をしようと練習しています。顧問の先生も 

加わって美しいハーモニーを響かせ、中学生らしい歌声で会場を盛り上 

げ、小学生や保護者の皆さんに喜んでいただきました。 

 

すでに夏本番 半袖・ハーパン・エアコンで授業ＯＫ 

昨年に比べ気温の上昇に伴い湿気も高くなり、本校では早めの夏対応を始めました。今年は登下校時の水筒

持参も許可。若鮎タイム(持久走)や部活動中止し、命の危険も伴う熱中症や熱射病への対策も万全を期してい

ます。暑さで精神的にも疲労度が増してきます。保健室前廊下に養護の先生が作成してくれた“おつかれ度チ

ェック”と対処の仕方に全校が関心を寄せ、足を止めています。親子作業で植栽していただいた緑のカーテン

も順調に成長していますが、厳しい日差しに植物もグッタリです。 

   

 

先生も一緒に バレーボール大会（全校体育） 6.29 

保健体育科で今年度から球技の単元でバレーボ 

ールを導入。昨年度小学校で始めたことから小中 

連携して履修させたいと願い、ルールやボールな 

どを工夫してバレーボールの楽しさを味わってい 

ました。 

学校便り 天龍中学校ホームページ校長室より⑤ 



単元のまとめでは、先生チームを含む 4 チームによるミニ大会を計画。男女や年齢

の差がなく、熱戦が展開されました。全員の触球回数も多く、レシーブ・トス・スパ

イクの 3 段攻撃によるラリーが続き、大きな声が体育館に響いていました。全員が笑

顔でプレイする姿が見られ、本校ならではの授業となりました。 

・バレー大会がありました。僕たちは今までの作戦通りにやろうと決めていました。相手がどこでもしっかり協力してプレイができまし

た。そして見事 1位をとることができました。周りの人から褒められて、とてもうれしかったです。 

・最初は最下位でしたが、声を出すようにしたりブロックに挑戦したりしました。そしたら決勝戦で 1位になれました。楽しくバレーを全

校でやることができました。 

 

 

安全第一 ＢＳＬ講習会 7.3 

水泳の授業に入る前に、昨年に引き続き阿南病院及び阿南消防署の方によ 

る救急救命講習会が体育館で行われました。心肺蘇生法として、心臓マッサ 

ージと AED操作を実習しました。グループに分かれ、講師の方から基本的な 

技能を教えていただきながら熱心に実技する生徒の様子がありました。 

 協力者を求めることや救急車要請や AED使用を躊躇しないことが大切であ 

ることもわかりました。家族や地域で頼られる存在であってほしい中学生。 

万が一の時に出来るため、講習を繰り返し受けてほしいと思いました。 

 

 

 

 

今回が２回目でした。ＡＥＤを使ったときに、とて

もあわててしまいました。本当に人があのように

なった時には、勇気を出して人を助ける人になり

たいし、人を助けたいと今回強く思いました。 

 

臨時休校 豪雨による増水・土砂災害警戒 7.6 

7 月に入り雨天が続き、中学校西の天竜川が日に日に増水しました。 

5 日は授業をカットし早めの下校。その日の夜、村内に避難指示が出さ 

れたため 6 日は臨時休校としました。 

日本各地で豪雨となり、西日本では死傷者や家屋損壊など大きな被害 

が連日報道されました。本校の生徒、職員そして校舎など被害はありま 

せんでしたが、地震や台風、高温、突風などによる自然災害に備えた早 

めで安全な避難を日々意識し訓練しておきたいと強く感じました。 

 

マリン・スポーツを満喫 1,2 年臨海学習 7.11~12 

豪雨の影響によるＪＲの運行や海の状況が心配されましたが、晴天の下で愛知県渥美半島にて宿泊学習をし

てきました。「Let’s take a chance 思いっきってやってみよう」のスローガンを掲げ、遠泳やサーフィン、バ

ーベキューに花火大会、そして一人一芸大会に挑戦しました。失敗や不安を乗り越え、仲間に支えられつつチ

ャレンジする８名の生徒。多くのワクワク感が伝わってきた２日間となりました。少し日焼けした生徒の顔か

ら自信と逞しさが伝わってきます。楽しさの中にも節度ある行動も共有し、２年生のリーダーシップと１年生



の協力姿勢が一体となって目的を達成した旅行学習となりました。 

    

生徒も先生も学ぶ ハンガー製作学習会 6.27、7.18 

天龍中学校発祥のハンガープロジェクト。村民一体化した取り組みにするために、まずは中学生や先生たち

全員が製作できるようにしておきたいという思いがあり、３年生に講師になってもらい製作してみました。18

日には小学校へ行って３年生女子が児童向けのプレゼンテーションとヤスリ掛け体験を実施してきました。

29 日にはＰＴＡ健全育成事業として小中学校の生徒と保護者によるハンガー作りが計画されています。村教

委と林務課の全面協力を得て、徐々に村民参加のための準備が進められています。 

   

 

楽しい夏休みを前に SNSの落とし穴,護身術を学ぶ（防犯教室） 7.23 

駐在所長さんと阿南警察署生活安全係・鑑識係の方を講師に、防犯教室を実施しました。まず犯人逮捕の実

演後、不審者に手首を摑まれたり背後から抱きつかれたときの護身術を訓練しました。そしてＳＮＳ関連のト

ラブルについて実例をもとに指導いただき、最後は鑑識の仕事を紹介いただきました。 

   

・ペアになって逃げ方を実際にやりました。小学生の時に同じやり方を習って、もう一度確認できたので良かったです。その

後色々な被害の例を見ました。結構身近な場所で多くの事件が起こっていると知って驚きました。警察の方も言ってい

ましたが、他人事ではないので、飯田に行くときも気を付けたいと思いました。 

・防犯について色々話をしてくれました。ＳＮＳの怖さを知ることができたと思います。なので自分もＳＮＳを利用するときは、気を

付けて利用したいなと思いました。 

 



登校日数７3日の１学期 明日から夏休み 終業式の話より 7.24 

 今月初めは大雨による洪水や土砂崩れ警報や避難勧告が出され、本校でも臨時休校の措置をとりました。西

日本地域は豪雨災害が発生し、亡くなられた方のご冥福と被害にあわれた方へお見舞いを申し上げたいと思い

ます。被災された地域では猛暑の中、被災された皆さんや多くのボランティアの方々が、行方不明者の捜索や

片付け等の復旧作業に連日取り組んでいらっしゃいます。きっとその地の中学生は、地域の頼られる存在とし

て復旧作業に明け暮れる夏休みとなることと思います。全国にはこのような状況で頑張っている仲間がいるこ

とを忘れず、夏休みを１日１日有意義に過ごしてほしいと思います。 

 さて、登校日数 73 日目、無事今日をむかえることができたこと、ありがたく思います。この間、学年ごとの

校外学習や生徒会活動、部活動等で皆さん一人一人の成長が見られました。 

 3年生の修学旅行。1,2年生の臨海学習。ひとりひとりが役割の責任を果たそうと係活動にしっかり取り組み、

安全で楽しく思い出に残る旅行学習にしていました。 

部活動では緊張する本番の舞台で、身に付けた力を 100%出し切って表現している姿を嬉しく思いました。 

 生徒会活動や梅花 PROJECT の活動でも３年生のリーダーシップのもと、全校が心を一つにして取り組んでい

ました。重点目標の“ひとりになれる ひとつになれる”という重点目標の達成に近づいていると思います。 

 先ほどは２名が一学期を振り返って発表してくれました。他の皆さんも、それぞれ自分の成長や課題を振り

返り、夏休みや２学期への決意をしていると思います。「できたぞ」と思うことは“どうして自分はできたのか”。

「できなかったなぁ」ということは“何故できなかったか”を明らかにし、“じゃあ、こうすればできそうだ”

と作戦や見通しを立てて取り組んでみましょう。 

 最後に、今年の夏休みは今年しかありません。３年生で言うと、多くの高校で体験入学が夏休みに実施され

ます。いよいよ将来に向けての第一歩である、進路の道筋をつけていく時期となります。いつもと違った夏休

みとなることでしょう。 

それでは暑さに負けず、健康的で実り多い夏休みになることを願って私の話を終わります。 

学びと親睦のＰＴＡ研修旅行 岐阜（東濃）の旅 7.14 

天龍学校ＰＴＡ恒例の研修旅行が実施されました。晴天の下、東濃を訪れ親睦も深 

           めることができました。原千畝記念館で杉原氏のとった行動や時代背景の詳細を知り、 

           人間の心や戦争というものについて考えを新たにすることができました。また岩村城 

址の町並みでは美味しい飲み物や食べ物を満喫することができました。 

ハンガープロジェクト 協力を依頼 至学館大学へ 7.19 

愛知県の大学と村長さんとの関係で、今回女子レスリングでメダリストを 

輩出している至学館大学へ手作りハンバーを五輪・パラ五輪アスリートへ繋 

いでいただくため訪問させていただきました。 

谷岡学長さんに経過説明と依頼をしたところ、大変好意的で協力いただけ 

るとお話下さいました。『中学生の“村を盛り上げよう”とするアイディア 

やそれを全体で取り組もうとすること、それこそが東京オリンピック・パラ 

リンピックを皆の手で盛り上げようということになる』とおっしゃって下さいま

した。今後もつながっていけそうです。記念にメダリストＴシャツと生徒へ記念

ファイルをいただきました。 

              ※至学館大学・・・吉田沙保里さん（現在副学長）、伊調馨選手や登坂絵莉選手らの出身大学です。 


